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2023 年 12 月期第 2 四半期累計期間の連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

2023年5月10日に公表しました「2023年12月期決算短信」に記載の 2023年12月期（2023年1月1日～2023

年12月31日）の第2四半期（累計）連結業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおり

お知らせいたします。 

また、最近の業績動向を踏まえ、通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2023年12月期 第2四半期（累計）連結業績予想と実績値との差異（2023年１月１日～2023年6月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

１８，０００ 

 

百万円 

２，３００ 

百万円 

２，２００ 

百万円 

１，３００ 

円  銭 

１１７．７１ 

今回実績値（Ｂ） １８，０９６ ３，１７１ ３，４１３ １，９５７ １７７．２８ 

増減額（Ｂ－Ａ） ９６ ８７１ １，２１３ ６５７ － 

増 減 率（％） ０．５３ ３７．９１ ５５．１８ ５０．６１ － 

（ご参考）前期第2四半期実績 
（2022年12月期第2四半期） １８，３７６ ２，８６４ ３，０８８ １，８８５ １７０．７７ 

 

２．差異の理由 

損益につきまして、電極材関連製品のうち人造黒鉛電極の販売が低調だった一方で、半導体関連市場向けの

需要を背景としたファインカーボン関連製品の販売は予想を上回りました。また、原材料、エネルギー価格、

海上運賃の水準が想定を下回り、総じて炭素製品関連の営業利益が上振れしました。更に、円安による為替差

益が経常利益を押し上げました。 

 

なお、2023年 12月期 通期連結業績予想につきましては、2023年 5月 10日公表の内容から変更はござい

ません。 

 

                          以 上 


